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Research Abstract 癌の浸潤・転移には、細胞運動はきわめて重要な役割を果たしていることは周知の事実である。新規脂質メディエーター スフィンゴシン-1-リン酸(S1P)は、細
胞膜表⾯G蛋⽩共役型受容体(GPCR)群Edgファミリーを介して、細胞遊⾛、形態変化などの多彩な⽣物活性を⽰す。特に、細胞運動に関しては、Edg1及び
Edg3は細胞運動促進的に、Edg5は細胞運動抑制的に作⽤することをこれまでに明らかにして来た。本研究においてS1Pが内因性に発現しているEdg5受容体を
介してマウスB16メラノーマ細胞のインビトロ浸潤を抑制すること、この作⽤にはRac活性の抑制とRho活性の促進が必要であること、さらに、尾静脈注⼊後肺
転移モデルを⽤いてS1PがB16メラノーマ細胞の転移を抑制すること、この抑制作⽤もRac活性の抑制を介していると考えられることを⽰した。⼀⽅、Edg5と
は正反対に、強制発現させたEdg1とEdg3は両者ともに浸潤・転移を促進し、この作⽤はRacの活性化を伴った。以上の結果から、Edg受容体はサブタイプ特異
的にがん細胞の浸潤・転移を⼆⽅向性に制御しうること、さらにこれらの作⽤にはRac活性の⼆⽅向性制御が関与していることが⽰された。
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